
三
木
理
史
著

『
移
住
型
植
民
地
樺
太
の
形
成
』

は
　
じ
　
め
　
に

天
　
野
　
尚
　
樹

　
本
書
は
、
樺
太
史
研
究
の
第
一
人
者
に
よ
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
著
者

の
三
木
理
史
に
は
こ
れ
ま
で
、
交
通
地
理
学
に
関
す
る
專
門
書
の
ほ
か
、

『
国
境
の
植
民
地
・
樺
太
』
（
塙
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）
と
い
う
概
説
書
は

あ
る
が
、
樺
太
史
に
関
す
る
専
門
的
学
術
書
と
し
て
は
最
初
の
も
の
で
あ
る
。

立
ち
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
る
樺
太
鱒
畏
地
史
研
究
の
水
準
を
大
き
く
引
き
上
げ

る
本
書
は
、
そ
の
出
現
自
体
が
き
わ
め
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
意
義
を
も
つ
。

　
ま
ず
、
本
書
の
構
成
を
提
示
し
よ
う
。

　
　
序
章
　
植
民
地
理
学
の
展
開
と
植
民
地
研
究

　
第
～
部
　
植
民
地
研
究
に
お
け
る
樺
太

　
　
第
一
章
　
日
本
に
お
け
る
樺
太
論
の
展
開

　
　
第
二
章
　
日
本
植
民
地
の
地
域
性
と
樺
太

　
第
二
部
　
内
地
と
樺
太

　
　
第
三
章
　
農
業
移
民
を
通
じ
て
見
た
樺
太
と
北
海
道

　
　
第
四
章
　
明
治
末
期
岩
手
県
か
ら
の
樺
太
出
稼

　
　
第
五
章
　
環
日
本
海
地
域
に
お
け
る
樺
太

　
第
三
部
　
樺
太
の
開
発

　
　
第
六
章
　
移
住
型
植
民
地
と
豊
原
の
市
街
地
形
成

　
　
第
七
章
　
一
九
一
〇
年
代
の
産
業
化
と
不
凍
港
選
定

　
　
第
八
章
　
戦
問
期
に
お
け
る
朝
鮮
人
社
会
の
形
成

　
　
第
九
章
　
一
九
三
〇
年
代
の
樺
太
に
お
け
る
石
炭
業

　
　
第
一
〇
章
　
帝
国
日
本
と
樺
太
の
「
孤
島
化
」

　
　
終
章
　
移
住
型
植
民
地
の
形
成

　
序
章
で
は
、
戦
前
の
植
民
地
理
学
、
す
な
わ
ち
国
策
順
応
型
の
地
政
学
で

は
な
く
、
人
ロ
地
理
学
な
ど
の
基
礎
研
究
を
中
心
に
地
理
学
史
的
整
理
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。
特
筆
さ
れ
て
い
る
の
は
、
植
民
地
理
学
の
体
系
化
を
目
指

し
た
武
見
芳
二
の
業
績
で
あ
る
。
武
見
は
植
民
地
を
、
「
コ
ロ
ニ
ー
1
1
開
拓
・

地
」
の
原
義
に
基
づ
い
て
理
解
し
、
本
国
と
植
民
地
の
社
会
経
済
的
関
係
を

人
口
地
理
学
的
に
検
証
す
る
。
日
本
人
移
民
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
植
民
地

樺
太
は
、
武
見
の
分
析
視
角
に
と
っ
て
格
好
の
事
例
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
戦

前
か
ら
戦
後
に
引
き
継
が
れ
た
、
気
候
馴
化
論
を
基
礎
と
す
る
植
民
地
の
地

域
性
と
移
民
傾
向
の
関
連
を
分
析
す
る
地
理
学
史
の
系
譜
に
も
三
木
は
注
心

し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
分
析
視
角
や
方
法
論
は
、
三
木
自
身
の
も
の
で

も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
原
義
的
な
植
民
地
で
あ
る
樺
太
の
歴
史
を
、
制
度
的

形
態
よ
り
実
質
的
地
域
性
を
重
視
し
な
が
ら
、
社
会
経
済
状
況
が
移
民
傾
向

に
与
え
た
影
響
関
係
を
軸
に
体
系
的
に
提
示
し
よ
う
と
い
う
の
が
本
書
の
試

み
で
あ
る
。

　
近
年
隆
盛
の
日
本
植
民
地
研
究
で
は
、
現
地
原
住
者
へ
の
暴
力
的
収
奪
過

程
が
お
こ
な
わ
れ
る
場
が
植
民
地
研
究
の
本
場
と
み
な
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

そ
の
結
果
、
日
本
人
移
民
が
人
口
の
九
割
以
上
を
占
め
る
樺
太
は
「
異
端
し

視
あ
る
い
は
無
視
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
「
コ
ロ
ニ
ー
偏
の
原
義
に
立
て
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評銀＝

田

ば
、
樺
太
こ
そ
植
民
地
の
本
場
で
あ
る
。
ま
た
帝
国
の
基
礎
的
学
知
で
あ
る

地
理
学
に
立
脚
し
た
分
析
は
、
国
策
へ
の
傾
倒
の
反
省
か
ら
戦
後
長
ら
く
忌

避
扱
い
さ
れ
て
き
た
植
民
地
理
学
の
流
れ
を
く
む
、
植
民
地
研
究
の
本
流
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
三
木
の
主
張
を
序
章
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
さ
て
、
つ
づ
く
第
一
部
と
第
二
部
で
は
、
植
民
地
形
成
の
地
理
的
基
礎
と

な
る
樺
太
の
地
域
性
が
考
察
さ
れ
る
。
そ
こ
で
節
を
改
め
て
、
三
木
が
提
示

す
る
樺
太
の
地
域
像
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

植
民
地
樺
太
の
地
域
性

　
ま
ず
第
一
章
で
三
木
は
、
「
最
も
内
地
的
な
外
地
」
と
称
さ
れ
る
樺
太
の

地
域
性
を
、
樺
太
言
説
の
通
時
的
分
析
に
基
づ
い
て
心
象
地
理
的
に
明
ら
か

に
す
る
。
そ
こ
に
は
、
申
心
と
し
て
の
内
地
の
要
請
に
左
右
さ
れ
る
従
属
的

周
辺
と
い
う
樺
太
の
地
域
構
造
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
人
の
樺
太
観
に
は
三
つ
の
画
期
が
あ
る
。
日
本
領
編
入
期
の
一
九
〇

～
～
一
〇
年
代
に
は
、
北
海
道
延
長
地
域
観
が
優
勢
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

「
北
蝦
夷
扁
と
呼
ば
れ
た
近
世
以
来
の
出
稼
漁
業
地
と
い
う
歴
史
的
実
態
を

背
景
に
、
日
露
戦
争
に
よ
る
占
領
を
樺
太
の
「
回
復
」
と
み
な
す
領
有
意
識

が
生
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
地
域
観
が
変
化
を
み
せ
る
の
は
一
九
二
〇
年

代
前
半
で
あ
る
。
シ
ベ
リ
ア
出
兵
と
、
そ
の
一
環
と
し
て
の
北
サ
ハ
リ
ン
保

障
占
領
（
～
九
二
〇
～
二
五
年
）
に
よ
り
、
北
海
道
ー
サ
ハ
リ
ン
全
島
ー
ロ

シ
ア
極
東
大
陸
部
を
勢
力
圏
と
し
て
一
体
的
に
括
ろ
う
と
す
る
大
陸
連
続
地

域
観
が
ブ
ー
ム
と
な
る
。
も
っ
と
も
そ
の
ブ
ー
ム
は
、
シ
ベ
リ
ア
撤
兵
と
保

障
占
領
解
除
に
よ
っ
て
終
息
す
る
。

　
二
〇
年
代
後
半
の
沈
静
期
を
経
て
、
樺
太
論
が
ふ
た
た
び
ブ
ー
ム
に
な
る

の
は
一
九
三
〇
年
代
で
あ
る
。
一
九
一
〇
年
代
以
降
、
樺
太
の
産
業
化
の
申

事
で
あ
り
つ
づ
け
る
パ
ル
プ
・
製
紙
業
関
連
言
説
と
、
内
地
の
燃
料
事
情
の

悪
化
か
ら
樺
太
の
燃
料
供
給
基
地
化
を
は
か
る
石
炭
業
関
連
言
説
が
、
内
地

経
済
を
下
支
え
す
る
従
属
的
周
辺
と
し
て
の
北
海
道
延
長
地
域
観
を
再
構
成

す
る
。
そ
し
て
、
石
炭
供
給
が
不
調
に
終
わ
っ
た
一
九
四
〇
年
代
に
は
樺
太

論
ブ
ー
ム
も
立
ち
消
え
に
な
り
、
い
わ
ば
見
捨
て
ら
れ
た
植
民
地
と
し
て
敗

戦
を
、
す
な
わ
ち
樺
太
史
の
終
焉
を
む
か
え
る
。

　
ロ
シ
ア
帝
国
領
と
し
て
の
サ
ハ
リ
ン
島
南
部
を
占
領
し
て
領
有
し
た
の
で

は
な
く
、
伝
統
的
な
日
本
人
の
生
活
の
場
を
「
回
復
」
し
て
、
内
地
H
北
海

道
の
辺
境
に
周
辺
的
従
属
地
域
と
し
て
接
合
さ
れ
た
と
い
う
内
地
と
の
（
疑

似
的
）
一
体
性
を
も
つ
一
方
、
樺
太
に
は
植
民
地
と
し
て
特
異
な
地
域
性
が

あ
る
。
植
民
地
樺
太
の
地
域
的
特
性
を
、
世
界
の
帝
国
植
民
地
と
の
マ
ク
ロ

レ
ベ
ル
で
の
比
較
、
帝
国
日
本
植
民
地
と
の
メ
ソ
レ
ベ
ル
で
の
比
較
か
ら
浮

き
彫
り
に
す
る
の
が
第
二
章
で
あ
る
。
日
本
植
民
地
は
、
英
仏
の
帝
国
植
民

地
と
比
べ
、
入
口
密
度
が
際
立
っ
て
高
く
、
宗
主
国
と
の
気
候
が
類
似
し
て

い
る
と
い
う
特
異
性
と
、
宗
主
国
人
移
住
者
の
比
率
が
小
さ
い
と
い
う
共
通

性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
日
本
植
民
地
の
な
か
で
樺
太
は
、
常
緑
針
葉
樹
林
気

候
で
米
作
が
不
可
能
と
い
う
地
理
的
特
異
性
と
、
希
薄
な
人
目
密
度
の
土
地

を
日
本
人
移
民
が
占
め
る
と
い
う
人
ロ
構
成
的
特
異
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

帝
国
日
本
植
民
地
が
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
有
す
る
特
徴
と
、
正
反
対
な
地
域
性

が
植
民
地
樺
太
に
は
あ
る
。

　
朝
鮮
や
台
湾
な
ど
帝
国
日
本
の
植
民
地
一
般
で
は
、
多
数
の
現
地
原
住
者

を
少
数
の
本
国
人
移
住
者
が
統
治
す
る
た
め
、
職
業
構
成
に
お
い
て
も
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
中
心
の
日
本
人
が
労
務
者
的
原
住
者
を
搾
取
的
に
支
配
す
る
と

い
う
構
造
が
み
ら
れ
る
が
、
民
族
的
対
立
の
薄
い
樺
太
で
は
、
農
林
業
・
漁

業
な
ど
日
本
人
労
務
者
が
多
数
を
占
め
る
。
北
海
道
か
ら
三
四
〇
キ
ロ
と
い
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う
地
理
的
近
接
性
に
加
え
、
社
会
構
造
に
お
い
て
も
異
国
性
の
乏
し
い
樺
太

で
あ
る
が
、
一
方
で
、
冬
期
間
に
は
結
氷
し
、
米
作
も
不
可
能
な
寒
冷
地
と

い
う
地
理
的
断
絶
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
性
が
住
民
形
成
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を
検
証
す
る
の
が
第
二
部
で
あ
る
。

　
第
三
章
と
第
四
章
で
は
、
樺
太
移
民
の
大
半
を
送
出
し
た
北
海
道
、
東
北

地
域
か
ら
の
移
動
傾
向
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
る
の
は

ま
ず
、
樺
太
移
民
の
多
く
が
北
海
道
か
ら
の
再
移
住
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り

樺
太
は
、
東
北
か
ら
の
移
住
者
に
つ
い
て
北
海
道
と
競
合
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
。
第
二
に
、
樺
太
へ
の
再
移
住
者
が
、
外
地
で
は
な
く
、
北
海
道
の
さ

ら
な
る
辺
境
に
移
動
し
た
と
い
う
認
識
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
。
第
三
に
、

農
業
開
発
の
困
難
さ
と
、
そ
れ
と
裏
腹
の
、
季
節
的
出
稼
漁
民
に
代
表
さ
れ

る
短
期
回
帰
性
が
移
民
の
中
心
傾
向
で
あ
り
つ
づ
け
た
こ
と
。
す
な
わ
ち
樺

太
は
、
定
住
型
移
住
者
よ
り
も
出
稼
型
移
民
に
よ
っ
て
棲
成
さ
れ
、
そ
の
移

動
傾
向
は
、
内
地
匪
北
海
道
の
延
長
地
域
と
い
う
心
象
地
理
的
一
体
性
と
、

北
海
道
よ
り
厳
し
い
農
業
環
境
と
い
う
自
然
地
理
的
異
質
性
の
反
映
と
い
え

よ
・
つ
。

　
第
五
章
で
検
証
さ
れ
る
、
環
日
本
海
経
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
樺
太
を
組
み

入
れ
よ
う
と
す
る
新
潟
県
の
構
想
の
挫
折
は
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
・
北
サ
ハ
リ

ン
保
障
占
領
と
い
う
国
際
政
治
的
広
域
化
か
ら
も
、
地
域
間
経
済
関
係
に
お

け
る
広
域
化
か
ら
も
樺
太
が
脱
落
し
、
北
海
道
の
延
長
翼
辺
境
と
い
う
地
域

性
を
ま
す
ま
す
強
化
す
る
。
そ
れ
は
、
北
海
道
と
競
合
し
な
が
ら
定
着
移
住

者
の
確
保
に
苦
労
す
る
と
い
う
樺
太
の
住
民
形
成
史
が
つ
づ
く
こ
と
を
暗
示

し
て
い
よ
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
地
域
性
を
有
す
る
樺
太
は
ど
の
よ
う
な
植
民
地
と
し
て
構

築
さ
れ
て
い
く
の
か
。
い
い
か
え
れ
ば
、
樺
太
の
植
民
地
性
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。
樺
太
四
〇
年
間
の
歴
史
を
再
構
成
し
な
が
ら
明
ら
か
に
し
て
い

く
の
が
「
樺
太
の
開
発
」
と
題
さ
れ
た
第
三
部
で
あ
る
。
一
見
ラ
ン
ダ
ム
な

テ
ー
マ
が
並
ん
で
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
じ
つ
は
、
日
本
領
編
入
初
期
か

ら
戦
時
期
ま
で
の
時
代
的
特
徴
を
あ
ら
わ
す
問
題
が
絶
妙
に
配
列
さ
れ
て
い

る
。
第
三
部
こ
そ
本
書
の
白
眉
で
あ
り
、
読
者
は
そ
こ
か
ら
樺
太
四
〇
年
間

の
通
史
的
展
望
を
得
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
こ
で
筋
を
改
め
、
三
木
が
提

示
す
る
樺
太
史
の
全
体
像
を
紹
介
し
よ
う
。

二
　
植
民
地
樺
太
史
の
全
体
像

　
第
六
章
が
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
日
本
領
編
入
初
期
の
樺
太
は
、
移
住

者
を
定
着
さ
せ
て
農
業
植
民
地
を
建
設
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
た
。
北

海
道
に
最
も
近
く
、
ロ
シ
ア
帝
国
領
時
代
の
南
部
の
中
心
で
も
あ
っ
た
大
泊

（
現
コ
ル
サ
コ
フ
）
で
も
な
く
、
西
海
岸
の
伝
統
的
漁
業
基
地
で
あ
る
真
岡

（
現
ホ
ル
ム
ス
ク
）
で
も
な
く
、
内
陸
の
鈴
谷
平
野
に
位
置
す
る
未
開
地
に

首
府
を
定
め
、
そ
こ
を
豊
原
（
現
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
）
と
名
づ
け
た
の

は
そ
の
反
映
で
あ
る
。
農
業
に
好
適
な
地
形
に
加
え
、
幹
線
道
路
上
に
位
債

す
る
と
い
う
軍
事
的
配
慮
か
ら
豊
原
を
中
心
に
市
街
地
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、

占
領
地
に
お
け
る
農
業
植
民
地
樺
太
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
構

想
は
樺
太
の
地
域
性
を
無
視
し
た
計
画
で
あ
っ
た
。

　
農
業
植
民
地
建
設
が
不
首
尾
に
終
わ
り
、
季
節
的
出
稼
漁
民
中
心
の
漁
業

に
依
存
し
て
い
た
樺
太
経
済
は
、
…
九
一
五
年
を
画
期
に
大
き
く
変
化
す
る
。

第
　
次
大
戦
の
影
響
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
洋
紙
・
パ
ル
プ
輸
入
が
激
減
す

る
と
い
う
事
態
を
受
け
て
、
手
つ
か
ず
の
豊
富
な
森
林
資
源
を
有
す
る
樺
太

に
注
目
が
集
ま
っ
た
。
樺
太
経
済
の
構
造
的
変
化
の
端
緒
を
分
析
す
る
第
七

章
は
、
内
地
大
型
資
本
の
意
向
に
社
会
形
成
が
左
右
さ
れ
る
原
料
供
給
基
地
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評轡

と
い
う
樺
太
の
従
属
的
地
域
構
造
の
確
立
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

　
製
紙
原
料
の
パ
ル
プ
供
給
地
と
し
て
内
地
経
済
と
連
結
す
る
に
は
、
冬
季

の
結
氷
期
問
の
搬
出
問
題
の
克
服
が
最
大
の
問
題
で
あ
る
。
三
井
財
閥
と
資

本
関
係
が
密
接
な
王
子
製
紙
が
パ
ル
プ
工
場
を
大
泊
（
一
九
一
四
年
）
と
豊

原
（
一
九
一
七
年
）
に
相
次
い
で
建
設
す
る
が
、
そ
れ
に
は
、
搬
出
地
の
大

泊
港
の
結
氷
を
補
完
す
る
西
海
岸
不
凍
港
の
整
備
と
島
内
輸
送
体
制
の
整
備

が
必
要
で
あ
る
。
真
岡
よ
り
南
、
つ
ま
り
大
泊
に
よ
り
近
い
本
書
（
現
ネ
ヴ

ェ
リ
ス
ク
）
の
港
湾
整
備
と
、
既
設
の
豊
原
～
大
泊
問
の
鉄
道
と
本
署
を
結

ぶ
東
函
鉄
道
建
設
が
計
画
さ
れ
た
の
は
、
財
政
不
足
に
悩
む
樺
太
庁
が
、
資

本
提
供
の
可
能
な
三
井
の
意
向
を
受
け
て
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
パ
ル
プ
需
要
の
急
増
は
、
島
内
の
拡
散
的
工
場
増
設
を
も
た
ら
し
、
本
斗

港
の
整
備
は
事
実
上
放
棄
さ
れ
、
東
西
鉄
道
も
豊
原
～
真
岡
間
に
変
更
さ
れ

た
。
パ
ル
プ
の
通
年
搬
出
問
題
は
多
少
緩
和
さ
れ
た
が
、
産
業
化
の
た
め
の

も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
課
題
は
労
働
者
の
確
保
で
あ
る
。
日
本
人
定
住
者
の

確
保
に
苦
労
す
る
な
か
で
、
代
替
労
働
力
と
し
て
機
能
し
た
の
が
朝
鮮
人
で

あ
る
。
一
九
二
〇
年
代
の
樺
太
朝
鮮
人
社
会
形
成
を
検
証
し
た
第
八
章
は
、

産
業
化
推
進
の
た
め
の
労
働
者
問
題
と
い
う
時
代
的
特
徴
を
よ
く
あ
ら
わ
し

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
戦
時
下
の
所
帯
労
働
の
み
が
語
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る

な
か
で
、
樺
太
朝
鮮
人
社
会
史
に
再
考
を
う
な
が
し
、
ま
た
戦
後
の
日
本
の

国
境
内
に
視
野
が
限
定
さ
れ
が
ち
な
「
在
日
」
コ
リ
ア
ン
研
究
の
地
平
を
拡

大
す
る
も
の
と
し
て
、
と
り
わ
け
評
価
に
値
す
る
。

　
二
〇
年
代
に
お
け
る
樺
太
朝
鮮
人
の
移
動
経
路
は
大
き
く
ふ
た
つ
あ
る
。

ひ
と
つ
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら
縁
故
や
募
集
で
直
接
来
黙
す
る
ル
ー
ト
で
あ
り
、

も
う
ひ
と
つ
が
、
ロ
シ
ア
領
沿
海
州
か
ら
北
サ
ハ
リ
ン
を
経
由
し
て
樺
太
に

来
る
ル
ー
ト
で
あ
る
。
後
者
に
は
、
ロ
シ
ア
革
命
・
内
戦
の
極
東
へ
の
波
及
、

保
障
占
領
と
そ
の
解
除
と
い
う
二
〇
年
代
の
国
際
政
治
状
況
が
大
き
く
影
響

し
て
い
る
。

　
北
サ
ハ
リ
ン
経
由
の
朝
鮮
人
は
、
樺
太
北
部
の
騙
取
、
恵
須
取
に
多
く
定

着
し
た
。
遠
隔
の
新
規
開
発
都
市
の
形
成
は
、
パ
ル
プ
工
業
の
進
出
と
一
体

の
も
の
で
あ
っ
た
。
樺
太
庁
は
、
内
地
資
本
投
下
に
よ
る
財
政
収
入
確
保
の

た
め
、
森
林
払
下
げ
に
工
場
の
敷
設
を
条
件
づ
け
た
。
つ
ま
り
、
パ
ル
プ
ー
－

内
地
資
本
が
樺
太
の
地
域
を
区
切
り
、
街
を
つ
く
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

人
的
資
本
と
し
て
の
労
働
力
不
足
を
埋
め
た
の
が
朝
鮮
人
で
あ
っ
た
。
北
部

地
域
で
の
朝
鮮
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
影
響
力
の
大
き
さ
は
、
一
九
二
九
年
に

お
こ
な
わ
れ
た
樺
太
初
の
町
議
会
選
挙
で
習
業
の
朝
鮮
人
議
員
が
誕
生
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

こ
と
か
ら
も
わ
か
る
だ
ろ
う
。
　
九
二
六
年
の
時
点
で
、
敗
戦
時
の
一
割
強

に
あ
た
る
四
三
八
七
人
が
居
住
し
、
一
九
一
〇
～
三
〇
年
の
朝
鮮
人
人
口
の

増
加
率
は
二
五
〇
倍
に
の
ぼ
っ
た
。

　
樺
太
で
は
、
水
資
源
に
欠
く
た
め
、
石
炭
を
用
い
た
亜
硫
酸
パ
ル
プ
が
製

造
さ
れ
た
。
石
炭
業
の
勃
興
は
パ
ル
プ
と
一
体
で
あ
り
、
家
庭
用
燃
料
と
合

わ
せ
て
も
っ
ぱ
ら
島
内
で
消
費
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
戦
時
体
制
下
へ
の

移
行
に
と
も
な
い
内
地
石
炭
需
要
が
急
増
し
、
樺
太
の
燃
料
供
給
基
地
化
が

は
か
ら
れ
る
の
が
一
九
三
〇
年
代
で
あ
る
。
第
九
章
の
叙
述
に
よ
れ
ば
、
出

炭
高
の
大
半
を
占
め
た
の
が
恵
蕊
取
以
北
の
薪
規
炭
鉱
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

恵
須
取
は
、
豊
原
を
上
回
る
島
内
最
大
の
人
口
を
ほ
こ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
内
地
と
の
結
び
つ
き
の
強
化
を
こ
こ
で
も
妨
げ
た
の
が
社
会
資
本

の
未
整
備
で
あ
る
。
冬
季
に
結
氷
す
る
北
部
西
海
岸
の
恵
跡
取
は
、
南
部
諸

都
市
の
交
通
と
切
断
さ
れ
て
い
た
。
群
賊
取
の
海
岸
に
は
、
積
み
残
さ
れ
た

石
炭
が
増
え
る
一
方
で
あ
っ
た
。
開
発
が
先
行
し
た
南
部
が
北
部
へ
有
機
的

に
社
会
を
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
く
、
内
地
資
本
の
投
下
に
よ
っ
て
工
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業
都
市
が
点
的
に
建
設
さ
れ
て
、
島
内
の
交
通
体
系
の
整
備
が
そ
れ
に
追
い

つ
か
ず
に
各
都
市
が
孤
立
す
る
、
と
い
う
樺
太
都
市
形
成
の
特
徴
が
こ
こ
に

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
は
、
樺
太
全
体
が
内
地
か
ら
孤
立
す
る
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
た
。

三
〇
年
代
以
降
、
樺
太
は
、
政
治
制
度
に
お
け
る
内
地
と
の
一
体
化
を
進
め
、

一
九
四
三
年
に
内
地
編
入
を
果
た
す
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
燃
料
供
給
基

地
化
と
い
う
他
の
外
地
と
同
様
の
地
位
に
樺
太
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
が

失
敗
に
終
わ
っ
て
樺
太
は
孤
立
し
た
。
制
度
面
で
の
内
地
化
と
、
社
会
経
済

面
で
の
外
地
化
さ
ら
に
は
「
孤
島
化
」
と
い
う
四
〇
年
代
の
パ
ラ
ド
キ
シ
カ

ル
な
状
況
、
お
よ
び
そ
の
打
開
策
と
し
て
再
び
浮
上
し
た
朝
鮮
人
労
働
者
に

よ
る
代
替
問
題
、
す
な
わ
ち
強
制
連
行
の
問
題
を
扱
っ
た
の
が
第
一
〇
章
で

あ
る
。

三
　
樺
太
の
植
民
地
性

　
地
域
研
究
の
基
本
が
地
理
と
歴
史
で
あ
る
な
ら
ば
、
歴
史
地
理
学
を
専
攻

し
、
樺
太
の
地
域
性
に
根
ざ
し
た
歴
史
像
を
再
構
成
し
よ
う
と
す
る
三
木
の

手
法
は
格
妊
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
試
み
は
間
違
い
な
く
成
功
し
て
い
る
。

初
期
の
基
幹
産
業
で
あ
り
、
樺
太
の
移
民
の
回
帰
性
を
特
徴
づ
け
、
大
型
資

本
進
嵐
の
先
駆
で
も
あ
る
漁
業
に
関
す
る
分
析
が
欠
け
て
い
る
点
、
定
住
者

と
出
稼
移
民
の
脇
分
け
に
基
づ
く
経
年
的
な
人
口
動
態
分
析
が
欠
け
て
い
る

点
を
除
け
ば
、
三
木
の
提
示
す
る
歴
史
像
に
異
論
は
な
い
。

　
し
か
し
三
木
は
、
自
ら
の
仕
事
を
地
域
研
究
に
と
ど
め
ず
、
日
本
植
民
地

研
究
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
鍵
概

念
が
「
移
住
型
植
民
地
の
形
成
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
概
念
に
つ
い

て
三
木
自
身
の
定
義
が
本
書
に
は
な
い
。
行
論
か
ら
察
す
る
に
、
日
本
人
移

住
者
中
心
に
形
成
さ
れ
た
植
鏡
地
と
い
う
意
味
か
と
思
わ
れ
る
が
、
明
確
で

は
な
い
。
ま
た
、
そ
の
概
念
規
定
の
あ
い
ま
い
さ
ゆ
え
に
、
評
価
の
ゆ
ら
ぎ

や
不
明
確
な
ロ
ジ
ッ
ク
が
散
見
さ
れ
る
。

　
移
住
型
植
民
地
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
三
木
は
、
矢
内
原
忠
雄
が
提
起
し

た
搾
取
・
投
資
型
植
民
地
の
対
概
念
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。
両
者
の
分
類

に
つ
い
て
矢
内
原
は
、
新
領
土
に
お
け
る
社
会
経
済
活
動
と
し
て
の
植
民
が

資
本
家
の
活
動
に
主
導
さ
れ
る
も
の
か
、
労
働
者
の
移
住
が
主
で
あ
る
か
に

　
　
　
　
　
　
　
②

基
準
を
お
い
て
い
る
。
そ
れ
に
し
た
が
え
ば
、
三
木
自
身
も
指
摘
し
て
い
る

よ
う
に
、
定
住
移
住
者
に
よ
る
農
業
植
民
地
構
想
が
挫
折
し
、
内
地
大
型
資

本
主
導
で
天
然
資
源
を
搾
取
す
る
従
属
的
周
辺
と
化
し
て
い
っ
た
樺
太
は
、

移
住
型
植
民
地
形
成
が
失
敗
し
、
搾
取
・
投
資
型
植
民
地
の
形
成
が
試
み
ら

れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
日
本
入
の
定
着
労
働
者
不
足
に
悩
み
、
代
替
労
働
力
と
し
て
導
入

さ
れ
た
朝
鮮
人
に
つ
い
て
、
「
移
住
型
植
民
地
ゆ
え
に
」
、
あ
る
い
は
「
開
拓

地
ゆ
え
に
」
生
じ
た
存
在
で
あ
る
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
労
働

者
の
不
足
は
「
移
住
型
植
民
地
1
1
開
拓
地
ゆ
え
」
の
問
題
な
の
だ
ろ
う
か
。

第
二
章
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
入
口
密
度
の
高
い
植
民
地
自
体
が
、

む
し
ろ
世
界
的
に
は
門
異
端
」
な
の
で
あ
り
、
外
部
労
働
力
の
導
入
は
多
く

の
植
民
地
で
起
こ
り
う
る
問
題
で
は
な
い
か
。
矢
内
原
も
、
労
働
力
が
先
住

民
で
あ
る
か
、
外
部
被
支
配
民
族
で
あ
る
か
は
搾
取
・
投
資
型
植
民
地
の
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

定
に
は
関
わ
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
日
本
人
か
朝
鮮
人
か

と
い
う
差
異
は
問
題
で
は
な
い
。

　
「
移
住
型
植
民
地
」
と
い
う
概
念
を
三
木
は
、
ω
Φ
け
鉱
Φ
ヨ
Φ
導
O
o
δ
鍵
の

訳
語
と
し
て
用
い
て
い
る
。
し
か
し
、
矢
内
原
が
こ
れ
を
「
居
住
型
」
と
表

記
す
る
よ
う
に
、
ω
①
簿
δ
ヨ
Φ
馨
は
「
定
住
」
を
含
意
す
る
。
樺
太
移
民
の
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評

基
調
を
短
期
回
帰
性
に
求
め
る
な
ら
ば
、
「
移
民
型
植
民
地
（
ζ
蒔
建
口
0
5

0
0
δ
ξ
）
」
と
表
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
だ
が
～
方
で
、
内
地
資
本
主
導
に

よ
る
工
業
化
が
進
展
し
、
各
地
に
点
的
に
工
業
都
市
が
建
設
さ
れ
る
過
程
は

住
民
の
定
住
化
を
う
な
が
す
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
漁
業
の
地
位
の
、
換

草
す
れ
ば
、
短
期
回
帰
性
の
相
対
的
低
下
を
意
味
す
る
。
本
節
冒
頭
で
指
摘

し
た
二
点
の
問
題
点
は
決
し
て
小
さ
な
も
の
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

「
移
住
型
」
な
い
し
「
移
民
型
」
か
、
あ
る
い
は
「
搾
取
・
投
資
型
」
か
、

と
対
立
的
か
つ
全
面
的
に
考
え
る
の
で
は
な
く
、
漁
業
・
林
業
・
鉱
工
業
を

目
的
と
し
た
異
な
る
居
住
傾
向
を
も
つ
点
的
な
根
拠
地
が
、
内
地
資
本
と
そ

れ
ぞ
れ
に
直
結
し
、
島
内
で
は
非
有
機
的
に
点
在
す
る
「
根
拠
地
複
合
」
の

よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
さ
ら
に
、
「
移
住
型
植
民
地
」
と
「
開
拓
地
」
を
同
義
に
用
い
る
点
に
も

問
題
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ユ
ル
ゲ
ン
・
オ
ー
ス
タ
ハ
メ
ル
は
両
者
を
明
確

に
区
別
し
、
新
領
土
の
獲
得
に
際
し
て
の
軍
事
侵
略
の
有
無
を
基
準
に
分
類

し
て
い
る
。
本
国
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
延
長
と
し
て
の
開
拓
地
を
、
オ
ー
ス

タ
ハ
メ
ル
は
「
植
民
地
主
義
な
き
植
民
地
」
と
呼
び
、
軍
事
行
動
に
よ
っ
て

原
住
者
を
排
除
し
た
土
地
に
、
民
族
性
を
問
わ
ず
外
部
か
ら
労
働
力
を
導
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

す
る
新
領
土
を
「
移
住
型
植
民
地
」
と
定
義
す
る
。

　
三
木
は
、
樺
太
の
「
処
女
地
」
性
を
指
摘
し
、
そ
の
理
由
は
、
「
臼
露
戦

後
に
大
半
の
ロ
シ
ア
人
が
帰
国
し
、
先
住
北
方
民
族
が
少
数
で
あ
っ
た
た

め
」
（
二
七
一
頁
）
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
移
住
型
植
民
地
」
と
い

う
樺
太
の
植
民
地
性
は
、
形
成
当
初
か
ら
の
所
与
の
条
件
だ
っ
た
か
の
よ
う

な
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
違
う
。

　
三
木
も
参
加
し
た
論
文
集
『
日
露
戦
争
と
サ
ハ
リ
ン
島
瞭
が
明
ら
か
に
し

た
よ
う
に
、
翌
桧
戦
争
の
最
終
盤
に
日
本
軍
は
、
サ
ハ
リ
ン
島
を
「
回
復
」

す
る
た
め
に
侵
攻
し
、
占
領
に
成
功
し
た
。
占
領
作
戦
の
実
行
過
程
で
、
日

本
軍
は
ロ
シ
ア
人
住
民
を
事
実
上
強
制
退
去
あ
る
い
は
殺
害
し
、
島
の
「
無

人
化
」
を
は
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
樺
太
は
所
与
と
し
て
「
処
女
地
」
で
あ

　
　
　
　
　
　
⑤

つ
た
の
で
は
な
い
。

　
植
民
地
原
住
者
の
差
別
的
統
治
は
、
宗
主
国
側
が
文
化
的
・
物
理
的
な
力

の
差
を
自
覚
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
可
能
に
な
る
。
し
か
し
樺
太
は
、
ロ
シ
ア

（
ソ
連
）
と
日
本
と
い
う
ふ
た
つ
の
帝
国
の
国
境
に
位
蝕
し
た
。
敗
戦
後
の

樺
太
か
ら
、
日
本
人
が
送
還
さ
れ
、
ソ
連
国
民
が
移
植
さ
れ
る
と
い
う
住
民

形
成
の
ス
タ
イ
ル
は
ま
さ
に
歴
史
の
反
復
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
帝
国
民
同
士

が
支
配
・
被
支
配
と
い
う
差
別
的
関
係
を
築
く
こ
と
の
困
難
さ
と
、
帝
国
国

境
の
最
前
線
と
い
う
地
理
的
条
件
か
ら
、
帝
国
の
領
土
で
あ
る
こ
と
を
可
視

化
す
る
必
要
性
に
由
来
す
る
。
戦
後
の
サ
ハ
リ
ン
も
民
族
的
に
は
多
様
な
ソ

連
国
民
で
構
成
さ
れ
た
よ
う
に
、
帝
国
領
土
の
可
視
化
に
民
族
性
の
差
異
は

問
題
で
は
な
い
。

　
す
な
わ
ち
、
「
移
住
型
植
民
地
」
で
あ
る
こ
と
は
樺
太
の
植
民
地
性
の
所

与
の
条
件
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
「
移
住
型
植
民
地
ゆ
え
の
」
労
働
力

不
足
を
埋
め
る
た
め
に
日
本
人
や
朝
鮮
人
の
移
民
が
導
入
さ
れ
た
の
で
は
な

い
。
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
樺
太
が
な
ぜ
「
移
住
型
植
民
地
」
と
な
っ
た
の
か
、

人
離
希
薄
な
「
処
女
地
」
性
と
い
う
擬
制
が
ど
の
よ
う
に
創
出
さ
れ
た
の
か
、

と
い
う
問
い
で
あ
り
、
暴
力
的
に
線
引
き
さ
れ
た
国
境
内
に
内
地
資
本
が
進

出
し
、
帝
国
民
労
働
者
を
誘
導
し
て
、
帝
国
領
土
の
可
視
化
と
い
う
擬
制
が

実
体
化
し
て
い
っ
た
ロ
ジ
ッ
ク
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
あ
た
か
も
「
内
地
的

な
外
地
」
が
形
成
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
や
は
り
擬
制
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
最
終
盤
に
、
「
吉
島
本
土
」
か
ら
「
沖
縄
、
小
笠
原
島
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

樺
太
を
捨
て
」
る
と
い
う
方
針
が
立
て
ら
れ
た
こ
と
に
反
映
さ
れ
て
い
よ
う
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
帝
国
に
は
さ
ま
れ
た
国
境
地
帯
と
い
う
地
域
性
ゆ
え
に
、
占
領
と
国
境
線

の
暴
力
的
な
引
き
直
し
で
原
住
者
を
排
除
し
て
空
白
地
帯
を
創
出
し
、
内
地

大
型
資
本
の
進
出
と
帝
国
民
の
移
住
が
あ
わ
せ
て
進
行
し
た
結
果
、
従
属
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

な
点
的
根
拠
地
が
複
合
す
る
、
擬
制
と
し
て
の
「
国
内
植
民
地
」
。
樺
太
の

植
民
地
性
を
評
者
は
こ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
、
三
木
と
見
解
は
異
な
る
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
視
点
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
本
書
の
お
か
げ
で

あ
る
。
評
者
に
と
っ
て
、
樺
太
史
で
大
切
な
こ
と
は
す
べ
て
三
木
に
教
わ
っ

た
、
そ
う
い
え
る
本
で
あ
る
。

　
①
『
樺
太
日
日
新
聞
㎞
一
九
二
九
年
九
月
五
B
。

　
②
矢
内
原
忠
雄
㎎
植
民
及
植
民
政
策
（
矢
内
原
忠
雄
全
集
第
一
巻
）
㎞
岩
波
書
店
、

　
　
｝
九
六
三
年
、
＝
二
八
…
＝
一
一
九
頁
。

　
③
同
右
、
一
四
〇
頁
。

　
④
ユ
ル
ゲ
ン
・
オ
～
ス
タ
ハ
メ
ル
（
石
井
良
訳
）
州
植
民
地
主
義
と
は
何
か
』
論

　
創
社
、
二
〇
〇
五
年
、
二
五
上
二
七
頁
。

⑤
原
暉
之
編
『
日
露
戦
争
と
サ
ハ
リ
ン
島
（
ス
ラ
ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
叢
書
一
〇
）
』

　
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
～
一
年
。
と
く
に
、
以
下
の
所
収
論
文
を
参
照
。
天

　
野
尚
樹
「
見
捨
て
ら
れ
た
島
で
の
戦
争
一
境
界
の
人
間
／
人
間
の
境
界
i
」
、

　
板
橋
政
樹
「
退
去
か
、
そ
れ
と
も
残
留
か
－
九
〇
五
年
夏
、
サ
ハ
リ
ン
島
民
の

　
「
選
択
」
1
」
。

⑥
　
和
田
春
樹
隅
北
方
領
土
問
題
一
歴
史
と
未
来
1
（
朝
日
選
書
六
　
＝
）
』

　
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
九
年
、
一
五
六
頁
。

⑦
国
境
の
暴
力
的
線
引
き
と
資
本
主
義
的
拡
大
が
あ
わ
せ
て
進
行
す
る
国
内
植
民

　
地
の
形
成
と
い
う
論
点
は
、
冨
山
一
郎
「
国
境
l
I
占
領
と
解
放
1
」
小
森
陽

　
一
ほ
か
編
『
岩
波
講
座
近
代
日
本
の
文
化
史
第
四
巻
　
感
性
の
近
代
㎞
岩
波
書
店
、

　
二
〇
〇
二
年
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
（
A
5
版
　
鼠
＋
三
八
○
＋
四
〇
頁
　
二
〇
一
二
年
一
〇
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塙
書
房
　
税
別
　
九
五
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
海
道
情
報
大
学
非
常
勤
講
師
）
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